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７名

【当　　局】出席者に着色をしています。
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【事 務 局】 ９名 13名

合計49名

こども育成課参事 山本加奈美

職   名 氏　名

議会事務局主幹兼調査係長 木山　敦子

健康増進課参事 三上　尚美
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教育総務課参事 木之瀬晋弥

惠後原博美

社会福祉課参事 小野　弘順

教育総務課参事 宇川　義和社会福祉課参事

健康増進課長 宮本　和幸 こども教育課参事 内海　忠裕

健康増進課参事 村尾　恵美

高年介護課長 惠後原孝一 教育総務課参事 大谷　康弘

高年介護課参事 武田　満之 こども教育課長 飯塚　智士

大谷　賢司

橋本　明宏

健康福祉部長 久保川伸幸 教育次長 堂垣　真弓

社会福祉課長 原田　政彦 教育総務課長 永井　義久

スポーツ振興課長 池内　章彦

但東振興局 市民福祉課長 柏木　敏高

職   名 氏　名 職   名 氏　名

日高振興局 市民福祉課長 前野　郁子新文化会館整備推進室長 櫻田　　務

出石振興局 市民福祉課長 川口　雅浩

日高振興局 市民福祉課参事
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竹野振興局 市民福祉課長 船野　恵子文化振興課参事

川端美由紀

地域コミュニティ振興部参事 桑井　弘之 市民課長 定元　秀之

生涯学習課長 大岸　和義 市民課参事 川崎　智朗

生涯学習課参事 旭　　和則 生活環境課長 成田　和博

職   名 氏　名 職   名 氏　名

地域コミュニティ振興部長 幸木　孝雄 市民生活部長 谷岡　慎一

委　　　員 伊　藤　　　仁

委　　　員 関　貫　久仁郎

委　　　員 松　井　正　志

副 委 員 長 上　田　倫　久

委　　　員 青　山　憲　司

委　　　員 芦　田　竹　彦

2020.12.14

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 上　田　伴　子

文教 民生委 員会 名簿
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午前９時２６分開会 

○委員長（上田 伴子） 皆さん、おはようございま

す。ただいまから文教民生委員会を開会いたします。 

 本日より少し寒くなってまいりまして、あしたか

ら雪が降るようなことも言っております。 

 また、新型コロナ感染症に対しては本当に、豊岡

市はないですけれども、ほかの但馬でも感染者が発

生しておりますので、いろんな情報を聞きながら、

当局と一緒に市民の皆様の安心なまちになるよう

に、皆さんと一緒に努力していきたいと思います。 

 それでは、今から文教民生委員会の議事を始めま

す。 

 一般会計に関する予算関係議案につきましては

予算決算委員会に付託され、当委員会は、文教民生

分科会として担当部分の審査を分担することにな

ります。したがいまして、議事の進行は委員会と分

科会を適宜切り替えて行いますので、ご協力をお願

いいたします。 

 これより協議事項（１）番、付託・分担案件の審

査に入ります。 

 審査日程ですが、まず、委員会付託された議案の

説明、質疑、討論、表決を行い、その後、予算決算

委員会付託議案に係る当分科会に分担された令和

２年度豊岡市一般会計補正予算についての説明、質

疑、討論、表決を行います。その後、報告事項に続

き、委員のみで委員会及び分科会意見、要望等の取

りまとめを行います。 

 なお、既にお知らせのとおり、第１７５号議案（補

正第１８号）については、本日午後からの本会議、

議決議案となっております。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 なお、発言の最初には、必ず課名と名字をお願い

します。 

 議案の審査につきましては、お手元の議案付託・

分科会分担表の順に行いますので、ご了承願います。 

 まず、第１４１号議案、物件購入契約の締結につ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、木之瀬参事。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） ２５ページをお開

きください。第１４１号議案、物件購入契約の締結

についてにつきましてご説明申し上げます。 

 本件は、小学校で使用する児童用の端末の物件購

入契約を締結するに当たり、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 本件は、今年度整備を行っております児童生徒１

人１台端末につきまして、追加で整備することとな

りました小学校１年生から３年生分として、必要と

なります１，４９０台を購入するものございます。 

 契約の目的は、小学校児童用端末の購入でござい

ます。契約の方法は、県の共同調達に基づく随意契

約でございます。契約金額は６，６８７万１，２０

０円でございます。あとは記載のとおりでございま

す。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第１４１号議案は、原案のと

おり可決すべきものと決定してご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４１号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、１４４号議案、豊岡市立植村直己冒険館の

指定管理者の指定についてほか１件を一括議題と

いたします。 

 生涯学習課、大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） それでは、議案書３

１ページをご覧ください。第１４４号議案、豊岡市

立植村直己冒険館の指定管理者の指定についてご

説明いたします。 
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 指定管理者の候補者は、ＰＦＩ法に基づきます機

能強化改修運営事業の選定事業者であります豊岡

冒険館株式会社を、指定管理者選定審査会を経て選

定いたしました。 

 指定の期間は、令和３年４月２０日から令和１８

年１０月３１日までの１５年７か月としておりま

す。 

 ３３ページをご覧ください。こちらのほうには、

管理を行わせようとする公の施設の概要、それから

管理業務の内容及び団体等の概要を記載しており

ます。ご清覧ください。 

 続きまして、３５ページをご覧ください。第１４

５号議案、豊岡市立豊岡市民プラザの指定管理者の

指定についてご説明いたします。 

 指定管理者の候補者は、現指定管理者の特定非営

利活動法人コミュニティアートセンタープラッツ

を、指定管理者選定審査会を経て選定いたしました。 

 指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３

月３１日までの５年間としております。 

 ３７ページから３８ページにかけまして、管理を

行わせようとする公の施設の概要、それから管理業

務の内容及び団体の概要を記載しておりますので、

ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田副委員長。 

○委員（上田 倫久） 今、資料を見せていただきま

したですけども、令和３年から令和１８年という、

かなり１５年間の長いスパンでされるということ

ですよね。うれしいことなんですけども、例えば５

年ごとにとか、そういうときに議会への報告とか、

そういうようなことなんかも考えられておられる

んでしょうか。 

○委員長（上田 伴子） 大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今ご指摘いただきま

した内容でございますけども、現在のところ、まだ

業者とはそういった詰めができておりませんが、そ

ういった内容も含めまして対応していきたいとい

うふうに考えております。 

○委員長（上田 伴子） よろしいですか。 

○委員（上田 倫久） はい。 

○委員長（上田 伴子） それじゃあ、よろしくお願

いいたします。 

 ほかにはありませんか。 

 関貫委員。 

○委員（関貫久仁郎） ３３ページを見て。そこに表

示してある中の３の団体等の概要ということで明

記してあるんですけれども、この豊岡冒険館株式会

社というものの中身が、職員数または会員数１名と

いう表記ですけども、ここの内容だけで見ると到底

運営できないだろうという感じを受けますが、その

辺を絡めての会社の説明をよろしくお願いします。 

○委員長（上田 伴子） 大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） こちら豊岡冒険館株

式会社といいますものは、ＰＦＩ法に基づきまして、

特別目的会社として設立をされています。そして、

その構成会社として、アドバンス株式会社、それか

ら中川工務店さん、それからＮＥＣキャピタルソリ

ューション、そういったいろんな会社が構成されて

おりまして、豊岡冒険館の職員数としては１名でご

ざいますが、そういったグループ会社から従業員を

派遣すると、業務を委託するというようなことを伺

っておりまして、その規模につきましては、現在の

ところ１０名程度というふうに伺っております。 

○委員長（上田 伴子） どうですか。 

○委員（関貫久仁郎） よろしいですか。 

○委員長（上田 伴子） 関貫委員。 

○委員（関貫久仁郎） 続けて、そうしましたら、運

営、運用に関してはそういった構造体でやるという

ことで、強い味方がいるということですけれども、

運営が例えばですよ、悪い例で申し訳ないですけど

も、豊岡冒険館株式会社自体が表に出てるわけです

から、運営が破綻したという場合の責任というのは

どこが取るんですか。 

○委員長（上田 伴子） 大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今回の運営に関しま

しては、運営モニタリングを行う予定にしておりま
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す。そのモニタリングの項目の中には、サービスの

提供状態であるとか、財政状況であるとか、そうい

ったことを一定期間モニタリングするようにして

おりまして、そういった中で、今おっしゃるような

破綻につながるような事案、そういったものについ

ては、先手先手を打つ中で、そういった状況になら

ないようにというふうには対応していきたいと思

っております。 

 また、一般の指定管理でございますので、経営破

綻したときの責任ということではございますけど

も、基本的には指定管理者における責任の範囲にお

いては当然、豊岡冒険館株式会社でございましょう

し、そのほかの部分については豊岡市というような

ことになろうかというふうに思います。以上です。 

○委員（関貫久仁郎） もう一度。 

○委員長（上田 伴子） 関貫委員。 

○委員（関貫久仁郎） じゃあ、端的に言いまして、

ウェルストークと同じ形態ということでよろしい

んですか。 

○委員長（上田 伴子） 大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） ウェルストークの状

況を深く理解しておるわけではございませんので、

ちょっと返答しかねるんですが、基本的には、長期

間にわたって施設を利用して、そこで事業を行って

いただくということの意味では近いのかなという

ふうには思います。以上です。 

○委員（関貫久仁郎） 結構です、よろしいです。 

○委員長（上田 伴子） よろしいですか。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、討論を打ち切り

ます。 

 お諮りいたします。第１４４号議案及び第１４５

号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定して

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４４号議案及び第１４５号議案は、いず

れも原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

 次に、第１４６号議案、豊岡市立玄武洞スポーツ

公園の指定管理者の指定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 スポーツ振興課、池内課長。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） ３９ページをご

覧ください。第１４６号議案、豊岡市立玄武洞スポ

ーツ公園の指定管理者の指定についてご説明いた

します。 

 指定管理者は、田鶴野地区振興協議会を、豊岡市

公の施設指定管理者選定審査会の審査を経て選定

をしました。 

 指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３

月３１日までの３年間としています。 

 管理を行わせようとする公の施設の概要、管理業

務の内容及び団体の概要を、４１ページに記載をし

ていますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、第１５７議案、豊岡市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 
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 当局の説明を求めます。 

 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） ８５ページをご覧くださ

い。第１５７議案、豊岡市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、地方税法施行令の改正に伴い、国民健康

保険税の負担水準に不利益が生じないように減額

判定所得の見直しを行うため、所要の改正を行うも

のです。 

 内容につきましては、８８ページの条例案要綱に

よりご説明いたします。 

 １の改正の内容につきましては、国民健康保険税

の減額の対象者を判定する所得の算定について、令

和３年１月１日施行の個人所得課税の見直しによ

り、給与所得控除額及び年金所得控除額が一律１０

万円引き下げられることに伴い、当該算定における

基礎控除額相当分の基準額を３３万円から４３万

円に引き上げ、国民健康保険税の負担水準に関して

影響が生じないようにするため、改正を行うもので

す。 

 具体的な説明は、本日お配りしています資料で説

明します。 

 最初に、２枚目のピンクの資料をご覧ください。

表題に令和２年度豊岡市国民健康保険税について

と書いてあるものです。こちらにつきましては、会

社などに勤務されていた方が退職し、国民健康保険

に加入のため来庁されたときに、今年度の国保税の

説明として税務課が市民に渡しているパンフレッ

トであります。 

 裏面をご覧ください。真ん中の辺りに黒い星で保

険税の軽減、減免と記載されています。その下の表

の部分が今回改正となるものです。 

 では、１枚目に戻ってください。１の令和２年度

までの表が、先ほどのピンクの表と同じ内容です。 

 次に、２の令和３年度からの表が、今回の改正に

より変更となるものであります。 

 ３の具体例です。（１）として、２人家族でとも

に給与所得である被保険者で、（２）、その２人の

給与収入は令和元年、２年ともに同額で、それぞれ

９５万円、１１５万円とした場合です。 

 まず最初に、下の米印の欄をご覧ください。令和

３年１月１日施行の個人所得課税の見直しにより、

給与所得額控除額の令和２年分の控除額は、令和元

年分より１０万円引き下げられました。その結果、

（２）の①のとおり、令和２年度のこの世帯の軽減

判定所得は３０万円と５０万円を足した８０万円

となります。しかし、令和３年度においては、とも

に所得が１０万円ずつ上がりますので、４０万円と

６０万円を足した１００万円が軽減判定所得とな

ります。 

 （３）です。軽減判定としましては、令和２年度

は、上の表の計算式で算式すると、①に記載のとお

り５割軽減となります。また、令和３年度も同様に

上の表で算式すると５割軽減となり、２年度及び３

年度の軽減の割合は変わりません。 

 このように今回の条例改正は、地方税法施行令の

改正によって一律１０万円引き下げられたことに

よっても、国民健康保険税の軽減判定に不利益が生

じないように見直しを行うものです。 

 また、すみません、８８ページの条例案要綱に戻

っていただきたいと思います。２の附則ですが、（１）

として、この条例は、令和３年１月１日から施行す

ること。（２）として、改正後の条例の規定は、令

和３年度以後の年度分の国民健康保険税について

適用し、令和２年度分までの国民健康保険税につい

ては、従前の例によることとします。 

 なお、８９ページから９２ページまでの新旧対照

表を添付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか、ないですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、第１５９号議案、豊岡市立心身障害者小規

模通所作業所の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 議案の９９ページを

ご覧ください。第１５９号議案、豊岡市立心身障害

者小規模通所作業所の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例制定についてご説明を申し

上げます。 

 １０２ページのほうをご覧ください。本案は、豊

岡市立日高共同作業所を廃止するため、豊岡市立日

高共同作業所に関する規定を条例から削除するも

のであり、また、当該廃止により、竹野心身障害者

小規模通所作業所に係る規定の整備を行うもので

ございます。 

 また、附則で、この条例は令和３年４月１日から

施行することとしております。 

 なお、指定管理施設であります日高共同作業所に

つきましては、施設の老朽化により、２０２０年度

末をもって指定管理を終了することとしています。

指定管理終了後は、現指定管理者である法人より引

き続き、現在地での建て替え整備が予定されており

ます。 

 １０３ページをご覧ください。条例新旧対照表で

ございます。本条例は、竹野心身障害者小規模通所

作業所と日高共同作業所の２か所の作業所の設置

及び管理に関して規定された条例でございます。日

高共同作業所を削除するため、竹野心身障害者小規

模通所作業所１か所となりますことから、第２条の

名称と位置につきましては、「別表の」を「次に掲

げる」に改め、同条に名称及び位置の各号を加えて

います。 

 次に、第４条の休所日及び開所時間につきまして

は、他の設管条例に合わせまして、具体的に第４条

には休所日を、第５条には開所時間を規定している

ものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（青山 憲司） すみません。 

○委員長（上田 伴子） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ちょっと教えていただきたい

んですわ。今の日高共同作業所は、今の説明では、

老朽化によって、新たに法人によって建て替えがさ

れるということですが、この後の今の建物の取扱い

だとかその辺りは、今の、どういうんですか、条例

等についての取扱いはどうなるんですかね。そこん

ところを教えてください。 

○委員長（上田 伴子） 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 残りました建物につ

きましては、当面の間はその状態で残置、置いてお

くということです。といいますのが、土地の売買を

するときの基本は、建物つきでの土地売買となりま

す。したがって、そういう状態で売却をすることに

なるんですけれども、財政課のほうが所管するんで

すけれども、今すぐに売却というのはちょっと予定

してないというふうには聞いております。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） これは今の、じゃあ、一旦普

通財産に移行して、建物つきで土地の売却というこ

と。今の法人によって今度は建て替えという、その

場所とか、あるいは財政的なものだとか市の関わり

方っていうのはどのようになってくるんでしょう

か。 

○委員長（上田 伴子） 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） まずは、その建て替

えの場所につきましては、今の現在地よりも南側の

ほうです。そちらのほうに建て替え整備をしていた

だく予定にしております。 

 それから、財政的なものにつきましては、貸付け

になりますので貸付け支援を行います。貸付料に当

たりましては、公共的団体で公益事業を行っておら

れますので、減免というような扱いで進めていきた

いというふうには思っております。 
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 なお、建て替えされるまでの間につきましては、

日高健康福祉センター、こちらのほうを仮移転先と

いうことで、そちらのほうで、数か月の間はそこに

移転をしていただこうというふうに考えておりま

す。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） すみません、もう１点だけ。

今回この廃止されるということは、もう完全に市の

手から放れるということで、そういう理解でよろし

いですか。 

○委員長（上田 伴子） 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） はい、そのとおりで

ございます。以上です。 

○委員（青山 憲司） はい、分かりました。 

○委員長（上田 伴子） よろしいですか。 

○委員（青山 憲司） はい。 

○委員長（上田 伴子） ほかにありませんか。いい

ですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５９号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１６０号議案、豊岡市立老人福祉センタ

ーの設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 武田参事。 

○高年介護課参事（武田 満之） それでは、議案書

１０５ページをご覧ください。第１６０号議案、豊

岡市立老人福祉センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例制定についてご説明い

たします。 

 １０８ページをお願いいたします。改正の内容に

つきまして、条例案要綱によりご説明いたします。

本議案は、竹野老人福祉センターを廃止するために

必要な規定の整備をするものであり、竹野老人福祉

センターに関する内容を削除しているものでござ

います。 

 附則で、この条例は令和３年４月１日から施行す

ることとしております。 

 なお、１０９ページ以降に新旧対照表を添付して

おりますので、ご清覧ください。 

 竹野老人福祉センターは、豊岡市公共施設再編計

画の中で、現状での利用状況、建物の老朽状況、設

置条件等を踏まえまして、廃止または譲渡を方向性

としておりました。土地が借地であることから、将

来的には更地にして所有者に返還する必要がござ

います。老人福祉センターの廃止に当たりまして、

残された建物はすぐに除却、取壊しをするのではな

く、耐用年数がある期間につきましては地域のため

に利活用していただくということで、普通財産とす

ることを予定しております。現在、地元自治会と竹

野振興局が協議を進めております。 

 なお、これまで施設に事務所を置いておりました

竹野町老人クラブ連合会、豊岡市シルバー人材セン

ターにつきましては、竹野健康福祉センターに移転

していただくことを了承していただいております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 今の建物の耐用年数はどれぐ

らいあるんですかね、あと。 

○委員長（上田 伴子） 武田参事。 

○高年介護課参事（武田 満之） 基本的には建物に

つきましては５０年というようなことで償却資産

の耐用年数を見ておりまして、昭和６０年に建物が

建てられておりますので、現在３５年経過しており

ますので、あと１５年間、基本的には使えるものと

いうことで考えております。 

○委員長（上田 伴子） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ということは、これは普通財
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産にして、今の竹野浜自治会と例えば振興局で協議

をされてるということなんですが、実際には今の借

地ですので、今後もし竹野浜自治会が受けられると

いうことになれば、その借地契約とかそういったも

のは、今の地権者と竹野浜自治会にもう移行される

という考え方でよろしいですか。 

○委員長（上田 伴子） 武田参事。 

○高年介護課参事（武田 満之） こちらにつきまし

ては、建物自体の所有者は豊岡市となりますので、

基本的な契約は豊岡市と所有者でさせていただい

て、それに係る負担分を地元自治会に、負担金みた

いな形で市に支払っていただくようなことで考え

ております。 

○委員（青山 憲司） なるほどね。 

 もう１点。 

○委員長（上田 伴子） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ちなみに今３５年たったとい

うことですけども、施設としてはもうかなり老朽化、

建物自体が、してるというふうに思われるんですけ

ども、これ、自治会に渡されるときに改修費用だと

かそういったものは、もし建物の不具合があれば、

あるいは建物として修繕する箇所が必要というこ

とで自治会のほうが認めれば、市のほうとしては幾

らか支援というんか、財政的な支援というのはでき

るのかどうか考えておられるのか、その辺りはいか

がですか。 

○委員長（上田 伴子） 武田参事。 

○高年介護課参事（武田 満之） こちらにつきまし

ては、定期点検等で今、不具合がある部分につきま

しては、今回１２月補正で、安全性を確保する最低

限の修繕は見込んで、予算に計上させていただいて

おります。 

 あと、今後の大きなというか、ものにつきまして

はまた今後協議なんですけれども、軽微な修繕は、

地元で負担していただけるような形で利用してい

ただくということを考えております。 

○委員（青山 憲司） はい、分かりました。 

○委員長（上田 伴子） よろしいですか。 

○委員（青山 憲司） はい。 

 ほかはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６０号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１６２号議案、豊岡市立小学校及び中学

校の設置に関する条例及び豊岡市立放課後児童ク

ラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） １１９ページをご覧

ください。第１６２号議案、豊岡市立小学校及び中

学校の設置に関する条例及び豊岡市立放課後児童

クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定についてご説明をさせていただきま

す。 

 本案は、五荘及び奈佐小並びに港東、それから港

西小学校の統合に伴いまして、小学校及び放課後児

童クラブの設置に関する規定を整備する必要があ

るために、提案するものでございます。 

 １２２ページをご覧ください。改正内容につきま

しては、条例案要綱によりましてご説明をさせてい

ただきます。 

 １の（１）をご覧ください。奈佐小学校を廃止す

ること、それから港東小学校と港西小学校の統合に

よりまして名称を港小学校とし、学校の位置を定め

るものでございます。（２）の放課後児童クラブに

つきましては、小学校の位置に合わせて改正を行っ

ています。 

 ２の附則です。条例の施行を令和３年４月１日と
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すること。それから学校施設の使用料は、奈佐小、

それから港西小学校が普通財産となりますので、屋

外運動場の照明施設から除外するものでございま

す。 

 その他につきましては、新旧対照表をご覧くださ

い。説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６２号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、第１６５号議案、令和２年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） ２０９ページをご覧くだ

さい。第１６５号議案、令和２年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出の予算の総額に歳入

歳出それぞれ４２５万３，０００円を追加し、予算

の総額を８９億６，９８２万７，０００円とするも

のです。 

 また、第２条では債務負担行為を設定をしていま

す。 

 ２２０、２２１ページをご覧ください。歳出の内

容につきましてご説明します。一番上の枠、一般管

理費の委託料３１９万７，０００円の増額は、税制

改正に伴うシステム改修費です。 

 その下、特定健康診査等事業費の職員手当等７万

８，０００円の減額は、人件費に係るものです。 

 その下、財政調整基金積立金の積立金１１３万４，

０００円の増額は、県支出金や一般会計繰入金を積

算した後の剰余金を、財政調整基金に積み立てるも

のです。 

 １ページ戻っていただきまして、２１８、２１９

ページをご覧ください。歳入の内容をご説明いたし

ます。一番上の枠、一般被保険者国民健康保険税の

医療給付費分現年課税分７万８，０００円の減額は、

人件費に係るものです。 

 その下、保険給付費等交付金の特別交付金２２６

万円の減額は、令和２年度の特定健康診査等負担金

が確定したことによるものです。 

 その下、一般会計繰入金の６５９万１，０００円

の増額は、職員給与費等繰入金と本年度の財政安定

化支援事業交付税が確定したことによるものです。 

 次に、債務負担行為の設定です。２１２ページを

ご覧ください。特定健康診査業務で毎年実施してお

りますすこやか健診について、令和３年度の事業実

施に当たり、今年度中に契約を締結する必要がある

ことから債務負担行為を設定するもので、期間を令

和３年度、限度額を４，７３３万円と定めるもので

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） １点、今の債務負担行為です

けども、今年度ご存じのように新型コロナウイルス

の感染症によって、かなり健診を受けられる方にも

不利益というか、希望はしておっても受けられなか

ったという方もおられると思うんですけども、来年

度の予算について、その辺りの特徴的なところをち

ょっと説明をお願いできませんか。 

○委員長（上田 伴子） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今のすこやか市民健

診の分です。今年度は、確かに感染症予防というこ

とで、かなり対象者の方にはご迷惑かけたなと思っ

ております。次年度を計画する中で、今年度は日程

の変更がちょっとできなかったということがあり



 9 

ます。それを次年度は日程の変更をできるような形

にしたいなと思います。 

 ただ、当日の追加です。今までだったら当日受け

たい分を追加というのができてたんですが、今回か

ら、次年度もですけども、こちらのほうの要は段取

りというか、密にさせないというような状況もあり

ますので、追加はやはり次年度もできないというこ

と。 

 それから、あと腹部超音波検査、エコーの部分が、

どうしてもあそこは時間がかかって密になります

ので、４０歳以上の偶数年の方ということで、ちょ

っと半分半分、２年に１回という形で考えておりま

す。 

 それとあと、例年なら２次募集といいまして、１

回募集した後、募集をかけてたんですが、それもや

はりもう１回で、限られた人数になりますので、２

次募集は実施しないというようなのが主な状況で

す。以上です。 

○委員長（上田 伴子） よろしいですか。 

○委員（青山 憲司） はい、よろしいですよ。 

○委員長（上田 伴子） ほかにありませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６５号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、１６６号議案、令和２年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２２５ペ

ージをご覧ください。第１６６号議案、令和２年度

豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正

予算（第２号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１０２万４，０００円を追加し、総額を

それぞれ８，８０３万４，０００円とするものです。 

 主な内容については事項別明細書でご説明いた

しますので、２３７ページをお願いします。まず、

歳出の内訳ですが、一番上の枠になりますが、総務

費は、人件費の調整による減額と、一般管理費とし

て、新型コロナウイルスなど感染症への対策として、

診療所の網戸の修繕などを追加するものです。 

 その下の枠ですが、医業費については、医療用機

器の借り上げのほか、新型コロナウイルスなど感染

症への対策として、医療用ガウンなどの購入や空気

清浄機などの医療用備品の購入を追加するもので

す。 

 戻っていただいて、２３４ページをお願いします。

歳入の内訳ですが、診療収入につきましては、医療

用機器借り上げに対応した診療報酬の増額になり

ます。 

 繰入金の減額は人件費の調整に伴うもので、諸収

入の増額は新型コロナウイルス感染症対策への補

助金ということで上げております。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１６７号議案、令和２年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 
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 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） ２４１ページをご覧くだ

さい。第１６７号議案、令和２年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第２号）についてご

説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ５９６万２，０００円を追加し、予算の

総額を１３億１，２３１万円とするものです。 

 ２５２、２５３ページをご覧ください。歳出の内

容についてご説明いたします。一般管理費の委託料

５９６万２，０００円の増額は、税制改正に伴うシ

ステム改修費です。 

 １ページ戻っていただきまして、２５０、２５１

ページをご覧ください、歳入です。上の枠、事務費

繰入金の４７７万円及びその下の後期高齢者医療

事業費補助金の１１９万２，０００円の増額は、歳

出で説明しましたシステム改修費に係る事務費繰

入金及び国庫補助金です。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１６８号議案、令和２年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 恵後原課長。 

○高年介護課長（恵後原孝一） それでは、２５５ペ

ージをお願いいたします。第１６８号議案、令和２

年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２４２万９，０００円を追加し、総額を

それぞれ１０４億６，２２１万８，０００円とする

ものです。 

 主な内容につきまして、事項別明細書でご説明い

たします。２６６ページをお願いいたします。まず、

歳出ですが、総務費の補正は、２０２１年度の介護

保険法改正に対応するための介護保険システム改

修業務に係る増額と、新型コロナウイルス感染拡大

防止に伴います要介護認定の更新申請者に対する

取扱いの変更により、主治医意見書作成手数料のほ

うが不要となった金額を減額しようとするもので

す。 

 また、次の地域支援事業費の減額につきましては、

新型コロナウイルス感染拡大防止による玄さん元

気教室の休止に伴う指導員の人件費等を減額しよ

うとするものです。 

 次に、歳入をご説明いたします。戻っていただい

て、２６４ページをお願いします。上の枠、国庫補

助金では、今年６月で補正いただきました、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により収入減少が見込

まれる場合の介護保険料の減免に対しまして、特別

調整交付金のほうが１０分の１０の割合で当たる

としておりましたけれども、１０分の６が介護保険

災害等臨時特例補助金のほうで手当てされますの

で、予算のほうを振り替えるものです。 

 また、２行目の介護保険事業費補助金につきまし

ては、歳出補正の介護保険システム改修業務に係る

補助金見込額です。 

 一般会計繰入金は、歳出における総務費及び地域

支援事業費の増減に対しまして補正を行うもので

す。 

 また、雑入の減額につきましては、一般介護予防

事業の中止に伴う参加者負担金でございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６８号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１６９号議案、令和２年度豊岡市診療所

事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２６９ペ

ージをご覧ください。第１６９号議案、令和２年度

豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号）につ

いてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ３９２万３，０００円を追加し、総額を

それぞれ３億１，０７２万４，０００円とするもの

です。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、２８２ページ、２８３ページをご覧くだ

さい。まず、歳出の内訳ですが、一番上の休日急病

診療所費につきましては、新型コロナウイルス感染

症対策として実施した工事の入札減に伴う減額と、

新型コロナウイルス感染症対策として空気清浄機

などの備品の購入に伴う増額です。 

 次の森本診療所費から２８７ページの高橋診療

所費につきましても、人件費の調整のほか、新型コ

ロナウイルス感染症対策として、空気清浄機などの

備品の購入に伴う増額としております。 

 最後の但東歯科診療所費につきましては、以前実

施した対策経費について補助金を充てるため、財源

更正を行うものです。 

 戻っていただいて、２７８ページをお願いします。

歳入の内訳ですが、休日急病診療所以下、各診療所

について、一般会計からの繰入金の調整と新型コロ

ナウイルス感染症対策に対する補助金の増額を行

っています。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６９号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。休憩取りますの

で。（発言する者あり）どうぞ、トイレとかいいで

すか。（「再開は何時」と呼ぶ者あり）再開、すぐ

です。（発言する者あり）再開は１０時３０分です。 

   午前１０時１７分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時２７分 分科会開会 

○分科会長（上田 伴子） それでは、ただいまより

文教民生分科会を開会いたします。 

 まず、第１６４号議案、令和２年度豊岡市一般会

計補正予算（第１７号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いいたします。 

 なお、説明は、歳出、続いて所管に係る歳入、債

務負担行為、最後に地方債の順でお願いいたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 なお、質疑は、全部署の説明が終わった後に一括

して行います。 

 それでは、地域コミュニティ振興部から説明をお

願いします。 

 はい。 
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○生涯学習課長（大岸 和義） それでは、資料は１

６１ページをご覧ください。説明欄の一番上でござ

います市民プラザ管理費１２７万５，０００円の減

額は、アイティ管理組合法人が新型コロナウイルス

感染症の影響を受けたテナントを支援するために

共益費を減額されたことによるものです。 

 その３つ下の枠でございます。子どもたちが豊岡

で世界と出会う音楽祭開催事業費４４万２，０００

円の減額は、新型コロナウイルスによる事業縮小に

伴う不用額を減額するものです。 

 資料は１６７ページをご覧ください。上の枠の中

ほどです。人権対策事業費１２万２，０００円の減

額ですが、こちらのほうは、その下、市民ふれあい

のつどい事業費６万２，０００円の減額、この２つ、

いずれも新型コロナウイルスにより事業の中止及

び縮小に伴う不用額を減額するものです。 

 続きまして、資料は１８７ページをご覧ください。

一番下２つです。生涯学習サロン整備事業費７８万

３，０００円は、アイティ４階の取得に伴いまして、

取得以後、それから年度末に係る共益費、こちらの

ほうを予算措置するものです。 

 さらに、その下、人権教育推進事業費１００万４，

０００円の減額ですが、新型コロナウイルスによる

事業の中止及び縮小に伴う不用額を減額するもの

です。 

 続きまして、１８９ページをお願いいたします。

上から３つ目の青少年健全育成事業費１５万円の

減額と、そのページの一番下でございますが、植村

直己冒険館事業費７２万円の減額は、いずれも新型

コロナウイルスによる事業の中止に伴う不用額を

減額するものです。 

 続きまして、歳入について説明いたします。議案

書１５１ページをお願いいたします。説明欄の下か

ら２つ目の文化芸術振興費補助金８６万７，０００

円減額のうち１４万７，０００円は、子どもたちが

豊岡で世界と出会う音楽祭開催事業費の減額に伴

うものです。 

 続いて、１５３ページをお願いいたします。下か

ら２つ目、インターネット利用基準作成支援事業費

補助金７万５，０００円の減額ですが、こちらは青

少年健全育成事業費の減額に伴うものです。 

 続きまして、１５５ページをお願いいたします。

大きな枠の２つ目の一番上、地域振興基金の繰入金

４０８万９，０００円の減額に、アイティ４階取得

に伴う、取得から年度末に係ります共益費の財源７

８万３，０００円を含んでおります。 

 それから、議案書１５７ページをお願いいたしま

す。説明欄一番上の参加者負担金のうち人権学習講

座の３万円の減額ですが、こちらも人権対策事業費

の減額に伴うものです。 

 それから、議案書１４２ページをお願いいたしま

す。債務負担行為補正でございます。上から７行目

でございます。子どもたちが豊岡で世界と出会う音

楽祭開催事業費につきましては、令和３年度の開催

に向けまして、委託協議、それから開催案内を年度

内に着手する必要があるために、限度額７０５万８，

０００円を設定するものでございます。 

 それから、その表の下から３つ目でございます。

市民プラザ指定管理料、こちらにつきましては、令

和３年度から７年度の指定管理料について限度額

１億８，６１１万５，０００円を設定するものです。 

 生涯学習課からは以上です。 

○分科会長（上田 伴子） はい。 

○文化振興課長（米田 紀子） それでは、１５９ペ

ージをお願いいたします。上から２つ目の枠でござ

います。基金管理費、財政調整基金積立金６５５万

円のうち２５万円が文化振興課の分でございます。

これは書道団体からいただいた寄附金でございま

して、全額基金に積み立てるものです。 

 続きまして、１８９ページお願いします。下から

２つ目の枠、市民会館等自主事業費１５３万７，０

００円の減、すぐ下の枠です、美術館事業費５４万

８，０００円の減額です。いずれも、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、事業の中止及び事業

の縮小による不用額の減額でございます。 

 続いて、歳入です。１５１ページ、戻っていただ

けますでしょうか。１５１ページの一番上でござい

ます。美術館入館料６０万円の減額です。これも、
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コロナ感染症対策のために臨時休館措置、それから

企画展の期間中の入館者の減少により減額をする

ものです。 

 それから、同じページの下から２つ目の枠で、文

化芸術振興費補助金です。この８６万７，０００円

のうち文化振興課は７２万円で、先ほどの市民会館

実施事業中止に伴う補助金の減額でございます。 

 続いて、債務負担行為の説明です。１４２ページ

お願いいたします。上から８つ目の行でございます。

文化芸術創造交流事業費、令和３年度３９万９，０

００円です。これは、来年度の事業につきまして、

年度当初から事業実施予定のため、パンフレット作

成経費の一部を計上しております。 

 次に、下から６行目です。市民会館の自主事業で

す。２，２１５万５，０００円を上げております。

市民会館で来年度予定しております事業を一括で

上げさせていただいております。来年度も学校訪問

コンサートや音楽レクチャーなどを予定しており、

事業者との協議、開催案内の作成など今年度から着

手する必要があるため、計上させていただいており

ます。 

 続いて、文化財室から説明いたします。 

○分科会長（上田 伴子） どうぞ。 

○文化振興課参事（橋本 明宏） 私からは、文化財

室分についてご説明をいたします。内容は、但馬国

分寺跡整備事業の用地買収の進捗に伴う過不足の

補正でございます。 

 まず、歳出では、１８９ページをお願いします。

説明欄、上から２つ目の但馬国分寺跡整備事業費で

ございます。土地購入費の残額を減額しまして、物

件補償費の不足額を増額するもので、差引き６１２

万３，０００円の増額です。主な要因としましては、

外観や登記簿などの事前調査では把握できなかっ

た建物内部の増改築ですとか、土蔵などの耐火補強

が行われていたことによるものです。 

 続いて、歳入になります。国庫補助です。１５１

ページをお願いします。説明欄、一番下から２つ目

でございます。史跡等購入費補助金で、増額しまし

た額の８割の４８９万７，０００円の補助を国から

いただく予定です。 

 続いて、県補助でございます。１５３ページをお

願いします。説明欄、上から３つ目の枠の一番下で

ございます。同じく史跡等購入費補助金で、国庫補

助を差し引いた残りの３分の１、４０万８，０００

円の補助をいただく予定でございます。 

 私からは以上です。 

○分科会長（上田 伴子） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） １８９ペ

ージをご覧ください。下から３つ目でございます。

新文化会館整備事業費１，７００万円の減額でござ

います。これにつきましては、基本設計業務の入札

残の減額となります。 

 続いて、歳入でございます。１５５ページをご覧

ください。上から２つ目の大きな升の中、真ん中で

ございます。公共施設整備基金繰入金１，７００万

円の減額でございます。以上でございます。 

○分科会長（上田 伴子） 池内課長。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） １９１ページを

お願いします。上の枠の保健体育総務費の設置工事

費の減額ですが、新型コロナウイルス感染症対策と

して、社会体育施設等に設置しました網戸等の入札

による不用額になります。 

 次の生涯スポーツ振興事業費は、各地域体育協会

に委託をしています各種大会の中止に伴う委託料

の減額と、県大会以上の大会出場に派遣補助をして

いますけども、その補助金の執行見込額による減額

になります。 

 次のボート推進事業費ですが、全国中学新人競漕

大会をオンラインによるエルゴマシン大会に変更

したもので、実行委員会への補助金を減額するもの

です。 

 次のオリンピック・パラリンピック推進事業費は

２つの実行委員会への負担金ですが、正式に来年度

の日程が発表されましたので、今年度の予算を減額

して、改めて来年度に向けての債務負担をお願いす

るものです。 

 すみません、歳入、１５７ページをお願いします。

上の枠の一番下の精算金です。神鍋マラソン全国大
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会実行委員会を解散しましたので、その精算金にな

ります。 

 一番下の枠の過疎対策事業債の６７０万円の減

額は、とよおか２０２０スポーツ実行委員会の負担

金の減額に伴うものです。 

 次、１４２ページをお願いします。債務負担行為

補正です。一番下から５枠目、オリンピック・パラ

リンピック推進事業費ですが、ボート競技における

ドイツチーム、スイスチームの事前合宿の受入れ、

聖火リレーの豊岡市内での実施に向けて設立しま

したとよおか２０２０スポーツ実行委員会及び東

京２０２０オリンピック聖火リレー豊岡市実行委

員会に対する負担金として、１，６０４万４，００

０円を限度額とする債務負担をお願いするもので

す。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策について、

現在、国において新型コロナウイルス感染症対策調

整会議が設置されて、選手等の滞在期間中における

検査を含めた健康管理のほか、様々な対策が検討さ

れております。本市としても、この会議の結果に従

い、ドイツ、スイスのボート代表チームが心置きな

く大会に集中できるよう、適切な対応を行いたいと

考えております。感染症対策に必要な予算について

は、３月定例議会に提出する予定としております。 

 それから、一番下の玄武洞スポーツ公園指定管理

料は、来年度から指定管理として３年間の期間にお

ける債務負担をお願いするものです。 

 １４３ページをお願いします。地方債補正です。

一番下の過疎対策事業債の６７０万円の減額です

けども、オリンピック・パラリンピック推進事業費

の減額によるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） １６５ページをご覧くだ

さい。一番上の枠の説明欄、上から２行目、会計年

度任用職員の報酬、その他社会保険料など、合計８

８万２，０００円の増額は、日高振興局市民福祉課

のマイナンバーカード交付に係る会計年度任用職

員の人件費です。なお、この人件費は全額国庫補助

です。 

 続いて、同じ枠の下から６行目、戸籍住民基本台

帳事務費９４３万８，０００円の増額は、住民基本

台帳システム及び戸籍総合システムのシステム改

修費と、マイナンバーカード申請に使用しますタブ

レットの借り上げ料とモバイルルーター代です。こ

ちらも全て全額国庫補助です。 

 続いて、真ん中の枠です。説明欄の人口動態調査

費７，０００円の増は、令和２年度の人口動態統計

調査の委託費が確定したことによるものです。 

 次に、１６７ページをご覧ください。上の枠の説

明欄、１行目、国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）繰出金の６５９万１，０００円の増額は、国保

システムの改修費に伴うものと、令和２年度の国保

財政安定化支援事業交付税の確定による繰出金で

す。 

 次に、その下の枠、説明欄、上から６行目、後期

高齢者医療事業費負担金４９４万２，０００円の減

額は、兵庫県後期高齢者医療広域連合に支払う今年

度の共通経費負担金が確定したことによるもので

す。 

 その下、後期高齢者医療事業特別会計繰出金の４

７７万円の増額は、システム改修費に伴う繰出金で

す。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入です。１５１ページをご覧ください。

３つ目の枠の総務管理費補助金の説明欄、一番上の

行の社会保障・税番号制度システム整備費補助金８

９０万１，０００円の増額は、歳出で説明しました

住民基本台帳、戸籍総合システムのシステム改修費

の補助金です。 

 その下の個人番号カード交付事務費補助金２８

２万３，０００円の減額は、人件費の減額及び、歳

出で説明しました、マイナンバーカード申請に使用

しますタブレットの借り上げ料とモバイルルータ

ー代の増額です。 

 その下、個人番号カード利用環境整備費補助金８

８万１，０００円の増額は、日高振興局市民福祉課

の会計年度任用職員の人件費です。 
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 次に、１５３ページをご覧ください。一番下の枠、

人口動態調査事務委託金７，０００円の増は、令和

２年度の委託費が確定したことによるものです。 

 次に、１５７ページをご覧ください。上の枠の説

明欄、下から５行目、返納金１，２９８万１，００

０円の増額は、令和元年度、兵庫県後期高齢者医療

広域連合に支払った療養給付費負担金が確定した

ことにより精算され、返還金として返納されます。 

 市民課は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） どうぞ。 

○生活環境課長（成田 和博） まずは、歳出からで

す。１７３ページをお願いいたします。下の枠のじ

んかい処理費の負担金、補助及び交付金です。これ

は、北但行政事務組合の予算において、前年度、２

０１９年度の決算の繰越金の確定により負担金が

減額されたことによるものです。 

 次は債務負担行為です。３１ページ戻っていただ

きまして、１４２ページお願いいたします。 

 本議会では３件の債務負担行為をお願いしてお

ります。１件目です。上から６行目の指定ごみ袋等

作製業務です。指定ごみ袋は年度当初から必要であ

り、また、入札結果で業者が替わった場合の引継ぎ

期間を考慮し、１月末をめどに入札を行うための債

務負担行為です。 

 続きまして、２件目の豊岡最終処分場運転維持管

理業務及び３件目の豊岡第２清掃センター運転維

持管理業務です。１０行目と１１行目に記載してお

ります。本業務につきましても、業務委託に係る入

札結果で業者が替わった場合の引継ぎ期間を考慮

し、１月末をめどに入札を行うための債務負担行為

です。なお、この２つの業務は内容が類似し、場所

も近いことから、経費節減を図るために、これまで

から同一業務として入札を行っています。 

 市民生活部からは以上です。 

○分科会長（上田 伴子） 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） １６５ページをお願

いいたします。一番下、福祉総合システム改修業務

委託料１７４万９，０００円です。２０２１年度に

予定されております報酬改定等への対応のために

必要な改修を行うものでございます。 

 続きまして、１６７ページをお願いいたします。

上から９行目辺りです。２枠目の３行目、在宅障害

者一時的受入事業費５７万４，０００円でございま

す。この事業は県により体制整備がなされたもので、

在宅障害者の家族が新型コロナの陽性となり、障害

者が孤立した場合に、その障害者を一時的に受け入

れた施設、県内に３か所程度整備される予定でござ

いますが、この受入れ施設に対して専従職員への人

件費分を補助金として支援する事業でございます。

万一の事態を想定して、１事例分を計上するもので

す。なお、負担割合は、県が２分の１、市が２分の

１となっております。 

 真ん中辺りの障害者（児）自立支援給付事業費の

手数料５万８，０００円及び障害福祉サービス費の

２，３９１万３，０００円についてでございます。

障害福祉サービスの介護給付及び訓練給付の利用

者が増加する見込みでありますことから、不足する

経費を計上するものでございます。なお、手数料に

つきましては、サービス費増加に伴い、国保連の事

務処理手数料が増加するために、不足分を計上する

ものでございます。 

 続いて、その下の地域生活支援事業費の日常生活

用具給付費１４４万７，０００円及び訪問入浴サー

ビス費の３３７万７，０００円についてでございま

す。紙おむつなどの日常生活用具及び訪問入浴サー

ビスの利用者が増える見込みであるため、不足する

経費を計上するものでございます。 

 続きまして、１７１ページをお願いいたします。

１７１ページ、上から８行目辺りです。母子生活支

援施設入所者支援費の２３７万６，０００円でござ

います。ＤＶ等から母子を保護するため施設入所す

る母子世帯の増加及び増加見込みによりまして、不

足する経費を計上するものでございます。 

 続きまして、歳入です。１５１ページをお願いい

たします。１５１ページ、２つ目の枠、障害者（児）

自立支援給付費負担金１，１９５万６，０００円で

す。先ほど歳出で説明いたしました障害者自立支援

給付事業費に係ります国庫負担金、負担率２分の１
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でございます。 

 その下の母子生活支援施設措置費負担金１１８

万７，０００円です。こちらも、先ほど歳出で説明

しました母子生活支援施設入所者支援費に対しま

す国庫負担金、負担率２分の１でございます。 

 続きまして、３枠目の上から４行目辺り、障害者

地域生活支援事業費補助金１５１万９，０００円で

す。こちらも、先ほど歳出で説明いたしました日常

生活用具給付費及び訪問入浴サービス費に対する

国庫補助金でございます。 

 その下の障害者総合支援事業費補助金７６万円

についてです。こちらも、先ほど説明いたしました

福祉総合システム改修費に係る国庫補助金でござ

います。 

 その下の介護保険指定機関等管理システム改修

事業費補助金６万３，０００円についてです。これ

は、当初予算で計上しておりました介護保険指定機

関等管理システム改修事業費に伴います国庫補助

金でございます。補助金額の内示を受けての歳入補

正でございます。 

 続きまして、１５３ページ、２枠目をお願いいた

します。障害者（児）自立支援給付費負担金５９７

万８，０００円でございます。こちらも、先ほど説

明いたしました障害者自立支援給付事業費に係る

県負担金でございます。 

 その下の母子生活支援施設措置費負担金５９万

４，０００円、こちらは母子生活支援施設入所者支

援費に対します県の負担金でございます。 

 それから、３枠目の一番上、障害者地域生活支援

事業費補助金７５万７，０００円です。こちらも、

先ほど説明いたしました日常生活用具給付費及び

訪問入浴サービスに対する県補助金でございます。 

 最後に、その下の在宅障害者一時的受入事業費補

助金２８万７，０００円です。こちらは、在宅障害

者一時的受入事業費の補助金５７万４，０００円に

対する県補助金でございます。 

 社会福祉課は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） 武田参事。 

○高年介護課参事（武田 満之） 高年介護課の関係

分について説明させていただきたいと思います。 

 歳出です。１６７ページ、一番下の枠、老人福祉

総務費をご覧ください。４行目です。介護保険事業

の補正に伴う介護保険事業特別会計繰出金８８万

６，０００円増額補正をさせていただいております。 

 下から２行目、長寿祝福事業費１６万３，０００

円の減額です。９月に実施しました長寿祝福事業に

つきまして、今年度分の事業が終了しましたので、

記念品代等の代金が精算できましたので、減額させ

ていただいております。 

 １６９ページをご覧ください。一番上の大きな枠、

上から４行目です。竹野老人福祉センター管理費の

修繕料です。こちらにつきましては、特定建築物定

期調査報告におきまして、玄関ひさし部分の防水シ

ートが剥離していること、あと非常用照明のバッテ

リー交換の指摘のあったことなどから、安全で適切

な管理を行うために、修繕費用としまして１４６万

１，０００円を計上しております。 

 その下の行、民間老人福祉施設助成事業費９６万

円は、民間高齢者福祉施設に対する防災設備強化を

図るための改修工事の補助金であり、９６万円を計

上しております。具体的な補助施設につきましては、

但東町に設置されておりますグループホームここ

ろを予定しており、災害時の安全な避難経路を確保

するために、既存建物２棟の間に渡り廊下を設置す

る費用を対象としております。 

 歳入です。１５１ページ、大きい枠の３枠目、上

から７行目、地域介護・福祉空間整備等交付金９６

万円です。先ほど歳出で説明しました民間老人福祉

施設助成事業費の補助金全額を国庫補助金で対応

することとしております。 

 説明は以上です。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、１６９ペ

ージをお願いします。一番上、玄さん元気教室奨励

金についてですが、現在までの申請状況から減額と

しているものです。 

 次に、１７３ページをお願いします。一番上、人

件費については、新型コロナウイルスの影響による

事業の中止や縮小により減額するものです。 
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 その下、健康診査事業費ですが、結核検診につい

ては、受検者が昨年度比２．１倍に増えているため

増額としていますが、すこやか市民健診の分を減額

していますので、結果として全体としては減額補正

となっております。 

 その下、母子保健事業費は、事業費の精算に伴う

国庫への返納金になります。 

 その下、公立豊岡病院組合負担金については、ド

クターカーの運営経費が確定しましたので、それに

伴う減額としております。 

 その下、診療所管理費については、合橋診療所の

内視鏡データの記録装置等を更新するものになり

ます。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、１５５ページ、歳入をお願いします。

一番下の枠の上です。予防歯科弁償金については、

幼児健診等でフッ素の塗布を行っておりましたが、

感染症リスク高くなるっていうこということから

今回中止しましたので、個人負担分を減額しており

ます。 

 次に、１５７ページをお願いします。上の枠の上

から５行目、兵庫県後期高齢者医療広域連合補助金

ですが、後期高齢者に対する基本健診分の補助金を

減額しております。 

 その下の枠の一番上、保健施設整備事業債ですが、

合橋診療所の内視鏡データ記録装置等の更新に伴

う市債になります。 

 戻っていただいて、１４２ページをお願いします。

債務負担行為の補正ですが、上から９番目のすこや

か市民健診業務について、健診委託業者など、契約

等の手配が必要なため計上しております。令和３年

度が期間で、限度額は１億３，６１５万円になりま

す。 

 次に、１４３ページ、地方債の補正ですが、上か

ら２行目、合橋診療所ですが、医療機器の購入に伴

い、増額しております。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） それでは、教育委員

会に入ります。 

 １５９ページをご覧ください。真ん中の枠の基金

管理費です。財政調整基金積立金６５５万円のうち

６３０万円が教育総務課分になります。教育振興の

ための積立金になります。 

 その下の２０万円ですけども、これは奨学金の財

源とするためのものでございます。 

 次に、１８５ページをご覧ください。小学校の施

設管理費になります。業務委託料になりますが、情

報機器設定業務につきましては、小学校の１年生か

ら３年生のタブレットに係るものでございます。 

 その下の物品移転につきましては、奈佐小と港西

小学校の廃校に係る分になります。 

 その下、整備工事費ですけども、特別支援学級を

新設するために、エアコン設置が必要になります学

校が３つありまして、八条小、中竹野小、それから

清滝小、その他手すりの設置が三方小になります。 

 次に、補修工事費です。舗装とありますけども、

奈佐小から五荘にスクールバスを走らせる必要が

ありますために、奥岩井のバス回転場を舗装するた

めの工事費になります。 

 続きまして、１８７ページの一番上の枠をご覧く

ださい。中学校の施設管理費になります。こちらは

委託料の減額をしておりますが、小学校費に組み替

えて、小学校の１年生から３年生のタブレットの設

定を行うためのものの減額です。 

 その下の整備工事費ですが、特別支援学級の新設

に伴いまして、中学校についてもエアコンの設置が

必要になる学校がございます。日高西、それから港、

出石中に係るものでございます。その他手すり、段

差解消の工事は港中学校で行う予定にしておりま

す。 

 次に、歳入でございます。１５５ページをご覧く

ださい。一番上のほうになりますが、奨学基金の寄

附金につきましては個人からのものでございまし

て、奨学金に対する寄附になります。 

 その下の設備整備寄附金も個人からの寄附にな

っておりまして、日高東中と豊岡南中学校に、教育

の振興のために寄附をいただいたものでございま
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す。 

 説明は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） まず、１６１ペー

ジをご覧ください。一番下の枠になりますが、下か

ら８行目、英語教育推進事業費、これについては、

契約するはずであったＡＬＴ５人のうち、新型コロ

ナの影響で２人しか契約できませんでした。そこで、

３人分の派遣契約料を減額するものでございます。 

 次に、１８５ページをご覧ください。１つ目の枠

の学校振興事業費になります。これは、修学旅行の

春から秋の延期に伴う保護者経費の負担増額の支

援を予定しておりましたが、保護者増額はありませ

んでしたので、減額をするものとしております。た

だ、行き先を但馬内に変更した中学校が３校ありま

す。豊岡南中学校、港中学校、それから竹野中学校

です。この３校につきましては、企画料というもの

が発生しております。そこで、この企画料について

は負担をしていきたいと考えておりますが、この振

興事業費は使いませんので、中学校部活動大会出場

費というのがございます。これは、今年度コロナの

影響によって大会が開催されなかったために、そこ

からの流用をさせていただきたいというふうに考

えております。 

 同じく２枠目の学校運営事業費、これは、小学校

分の冷却タオルや日傘、この熱中症対策に係るお金

を使った残りの不用額の減額になります。 

 一番下の枠、学校運営事業費、同じくこれは中学

校での不用額の減額となります。 

 続いて、歳入の分になりますが、１５１ページを

ご覧ください。下から３枠目になります。まず、学

校保健特別対策事業費補助金、これが先ほど説明し

ました修学旅行の支援の減額分になります。 

 続いて、その下の学校教育活動再開支援事業費補

助金、これにつきましては、先ほど説明いたしまし

た熱中症対策等の不用額の補助金の減額となって

おります。 

 続いて、債務負担行為の説明をさせていただきま

す。１４２ページをご覧ください。下から６枠目、

通学バス運行管理業務１，１３６万２，０００円計

上しておりますが、これは、港東、港西小学校の統

合に伴いまして港小学校になります。そこでスクー

ルバスによる通学を行いますので、つけさせていた

だきました。以上です。 

○分科会長（上田 伴子） どうぞ。 

○こども育成課長（木下 直樹） それでは、１６９

ページをお願いします。下の枠の１つ目でございま

す。人件費、会計年度任用職員報酬、補助員ですけ

ども、こちらのほうは子育てセンター補助員の報酬

で、最低賃金の改定に伴いまして、無資格者は９０

５円、それから有資格者は９９５円に、それぞれ５

円の報酬単価の見直しを行うことに伴います増額

です。 

 その下、児童福祉総務費です。国県負担金等精算

返納金でございます。これは、令和元年度の事業の

実績に基づく精算によるものです。国庫負担金返納

金の主なものは、子ども・子育て支援交付金返納金

の１，１５６万６，０００円、それから子ども・子

育て支援体制整備総合推進事業費国庫補助金返納

金の１１４万３，０００円、子育てのための施設等

利用給付交付金返納金の４６万６，０００円などで

ございます。それから、県負担金返納金につきまし

ては、子育てのための施設等利用給付交付金の県負

担分の返納金になります。 

 その下、人件費でございます。会計年度任用職員

の報酬につきましては、こちらのほうは放課後児童

クラブの補助員の報酬で、こちらも最低賃金の改定

に伴いまして、無資格者は９０５円、それから有資

格者は９９５円にそれぞれ５円、単価見直しを行っ

たことに伴います増額です。 

 その下の枠の私立保育園等振興事業費、障害児保

育事業費補助金でございますけども、これは、特別

な支援が必要な障害児の受入れに伴います、定数外

の保育士等の加配に係る経費に対して補助するも

のでございます。重度、中度の障害児が９人で、当

初の見込みと比べまして５人増、それから軽度障害

児のほうは２５人で１人増えたことなどによりま

す増額でございます。 
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 説明のほうは以上で全て終わりです。以上です。 

○分科会長（上田 伴子） それでは、説明は終わり

ました。 

 質疑はありませんか、ないですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。

よって、第１６４号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。 

 次に、第１７５号議案、令和２年度豊岡市一般会

計補正予算（第１８号）を議題といたします。 

 当局の説明は、課単位で一気に説明をお願いいた

します。 

 なお、説明は、歳出、続いて所管に係る歳入の順

でお願いいたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、社会福祉課から説明をお願いいたしま

す。 

 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） 今回のこの事業につ

きましては、社会福祉課とこども教育課の２課にま

たがりますが、関連しておりますので、私のほうが

一括して説明をさせていただきますので、ご了承く

ださい。 

 まず、事業内容を説明をさせていただきまして、

その後、補正予算について説明をさせていただきま

す。 

 それでは、お手元のほうに令和２年度の新型コロ

ナウイルス感染症対策補正予算予算総括表、こちら

のほうをご覧いただきたいと思います。（「１８、

１９が載ってるやつ。」と呼ぶ者あり）令和２年度

の予算総括表です。（発言する者あり）の５ページ

をお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 今回の補正予算額につきましては、５，１１４万

４，０００円でございます。事業目的、趣旨でござ

いますが、まず１点目が、新型コロナウイルスの感

染症の影響が続く中、ひとり親家庭につきましては、

依然として生活実態が厳しい状況であるため、国の

対策を受けて、ひとり親世帯臨時特別給付金を再支

給するものでございます。 

 また、もう一つは、ひとり親世帯臨時特別給付金

に準じまして、市独自で実施しております就学援助

費受給世帯等を対象としました就学援助費受給世

帯等臨時特別給付金と就学援助費受給世帯等新生

児臨時特別給付金、こちらにつきましても、同様に

より再支給を行うものでございます。 

 続いて、事業の内容でございます。まず、対象者

でございますが、１２月１１日時点で、既に前回実

施しました以下の各給付金のいずれかの要件に該

当し、給付金の支給を受けた方でございます。こう

いった方は申請は不要でございます。なお、米印に

ありますように、２０２０年の１２月の１１日時点

で、まだ前回の給付金の申請を行っていない方につ

きましては、その給付金の申請の際に、併せて今回

の再支給分の申請をすることにより支給するもの

でございます。 

 まず、対象者、１つ目です。ひとり親世帯臨時特

別給付金、こちら国１０分の１０の補助でございま

すけれども、以下に掲げております３つのパターン、

１つは、６月分の児童扶養手当の支給を受けている

方、２つ目が、公的年金給付等を受けることによっ

て児童扶養手当の支給を受けていない方、３つ目が、

今回の感染症の影響を受けて家計が急変した方、こ

ういった方が対象でございます。 

 続きまして、大きな２つ目としましては、就学援

助費受給世帯等臨時特別給付金、市独自分でござい

ます。３通りのパターンがございます。１つは、５

月の３１日時点における就学援助費の支給を受け

ている方、２つ目として、２０１８年中の所得が就

学援助費を受給している方と同じ水準の方、３つ目

としまして、今回の感染症の影響を受けて家計が急

変した方でございます。 
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 最後に、大きな３つ目としまして、就学援助費受

給世帯等新生児臨時特別給付金でございます。市独

自の分でございます。これにつきましては、９月議

会でお認めいただきました給付金でございます。６

月の１日から翌年の２月の２６日までに出生した

児童を養育する方のうち、次の方ということで、１

つが、ひとり親世帯臨時特別給付金を受給または申

請中の方、２つ目が、就学援助費受給世帯等臨時特

別給付金を受給または申請中の方となっておりま

す。 

 続いて、６ページをお願いいたします。給付額で

ございます。こちらにつきましては、前回と一緒で

１世帯５万円、児童が２人以上いる世帯につきまし

ては、２人目以降１人につき３万円でございます。

ただし、先ほど説明した新生児ですね、上記の対象

者、３、新生児の給付を受けた方につきましては、

児童１人につき３万円でございます。 

 支給の見込み件数でございます。１つ目のひとり

親世帯の臨時特別給付金につきましては６８８世

帯を見込んでおります。２つ目の就学援助費受給世

帯等臨時特別給付金につきましては２６８世帯、３

番目の新生児臨時特別給付金につきましては３８

世帯を見込んでおります。 

 支給時期でございます。既に申請、受給済みの方

につきましては、１２月の２５日金曜日を予定して

おります。なお、１２月の１１日時点でまだ給付金

の申請を行っていない方につきましては、年明け以

降、順次速やかに支給をしていくこととしておりま

す。申請期限は、上記の、「上記」といいますのが

対象者１番と２番です。こちらの給付金につきまし

ては、２月２６日が期限です。新生児の給付金につ

いては、３月の１２日が期限となっております。 

 続きまして、補正予算のほうを説明させていただ

きます。議案書の１５ページのほうをお願いしたい

と思います。それでは、１７５号議案、令和２年度

豊岡市一般会計補正予算（第１８号）をご説明させ

ていただきたいと思います。 

 これは、ひとり親給付金事業費５，１１４万４，

０００円のうち、こども教育課分につきましては、

通信運搬費７万６，０００円のうち１万１，０００

円と、就学援助費受給世帯給付金のうち８６１万円

の合計８６２万１，０００円分、こちらがこども教

育課分になっております。残りの４，２５２万３，

０００円分が社会福祉課対応分となっております。 

 まず、下から４行目、交付金５，０９６万５，０

００円の考え方についてでございますが、前回の６

月及び９月補正でお認めいただきました給付金の

実績見込額から勘案しまして、不足する額を今回の

補正額としております。交付金５，０９６万５，０

００円のうち、ひとり親世帯給付金は２，１８２万

５，０００円、１０分の１０の国庫補助でございま

す。就学援助費受給世帯給付金２，８０６万円と新

生児の臨時特別給付金１０８万円、これについては

市独自の分でございます。 

 また、事務費のほうでございますけども、消耗品

費から手数料までの事務費のうち、通信運搬費７万

６，０００円につきましては、該当者への通知に係

る郵券代でございます。手数料７万７，０００円は、

金融機関への振込手数料でございます。事務費合計

１７万９，０００円計上しておりますが、うち１６

万８，０００円については１０分の１０の国補助で

ございます。 

 続きまして、歳入です。１３ページをお願いいた

します。１枠目の補助金２，１９９万３，０００円

につきましては、国の対策としてひとり親世帯への

給付金で、先ほど説明しましたように、事務費１６

万８，０００円と給付金２，１８２万５，０００円

に対します１０分の１０の国庫補助金でございま

す。 

 ２枠目の前年度繰越金２，９１５万１，０００円

につきましては、市独自分の就学援助費受給世帯と

新生児に係ります給付金分でございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○分科会長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。

よって、第１７５号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。 

 次に、第１７６号議案、令和２年度豊岡市一般会

計補正予算（第１９号）を議題といたします。 

 当局の説明は、課単位で一気に説明をお願いしま

す。 

 なお、説明は、歳出、続いて所管に係る歳入の順

でお願いいたします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、健康増進課から説明をお願いいたしま

す。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、追加の議

案書を、事項別明細書で説明いたしますので、２９

ページをお願いします。予防接種事業費ですが、全

て新型コロナウイルスのワクチン接種に関するも

ので、ワクチン接種が可能となった場合、迅速に接

種ができるよう、事前に準備するための予算となり

ます。 

 手数料については、ワクチン接種に関する問合せ

に対応するため、専用の電話回線を設置するための

手数料になります。 

 業務委託料ですが、まず、新型コロナウイルスワ

クチン接種券印刷等業務については、ワクチンの接

種券や予診票などの印刷から封入までを委託する

予定としております。 

 次に、健康管理システムの改修ですが、このシス

テムは予防接種台帳システムを兼ねていますので、

接種情報の項目追加や接種券の再交付に対応する

ための改修を考えています。 

 戻っていただきまして、２７ページをお願いしま

す。歳入の内訳ですが、国庫からの補助金になりま

して、１０分の１０になります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか、ないですか。 

 では、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（上田 伴子） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（上田 伴子） ご異議なしと認めます。

よって、第１７６号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 以上で委員会に付託、また、分科会に分担されま

した議案に対する審査は終了しました。 

 ここで委員の皆さん、また、当局職員の皆さんか

ら何かありましたらご発言をお願いいたします。な

いですか。 

 それでは、この後、引き続き報告事項に入ります

ので、社会福祉課、高年介護課を除く当局職員の皆

さんはご退席していただいて結構です。お疲れさま

でした。 

 分科会を暫時休憩します。 

   午前１１時２１分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時２３分 委員会再開 

○委員長（上田 伴子） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 それでは、（２）の報告事項についてです。 

 まず、健康福祉部社会福祉課から報告事項があり

ますので、お聞き取りください。 

 豊岡市障害者福祉計画の策定についてお願いし

ます。 

 原田課長。 

○社会福祉課長（原田 政彦） それでは、豊岡市障

害者福祉計画の今、進行してるとこです、進捗状況

についてご説明をさせていただきます。 

 まず、１ページです。現計画につきましては２０

２０年度末で終了するために、障害者計画、第６期
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障害福祉計画、第２期障害児福祉計画、この３つの

計画を新たに策定をしてるものでございます。 

 なお、障害者計画につきましては、２０２１年度

から２０２６年度の６年間、期間は任意となってお

ります。第６期と第２期の計画につきましては、２

０２１年度から２０２３年度の３年間としており

ます。これは、障害者総合支援法の中で規定されて

いるものでございます。 

 策定の体制につきましては、現在、策定推進委員

会を設置しておりまして、この協議を進めていると

ころでございます。現在までの委員会の開催状況と

スケジュールでございますが、開催状況は６月２３

日を皮切りに４回程度行っております。 

 今後のスケジュールです。１月の１２日に第５回

の委員会を行いまして、計画案については最終協議

をいただくと。１月の１５日には、その委員会の正

副委員長のほうから計画案を市長に報告していた

だきます。それを踏まえて、１月の２０日から２月

の３日の１５日間、パブリックコメントを実施しよ

うというふうに考えております。 

 計画の内容です。まず、計画の目的としまして基

本理念ですが、これは現計画と同様で、障害のある

人もない人もともに支え合い、自分らしく笑顔で暮

らせるまちづくりとしております。今回の計画を策

定するに当たって、（２）にありますアンケート調

査を実施したり、（３）のグループインタビューを

実施したり、次の２ページをご覧ください。豊岡市

障害者自立支援協議会への意見聴取を行いまして、

課題や提案などを取りまとめたところでございま

す。 

 課題につきましては、（５）の障害者福祉の主な

課題として、９つに整理をしております。またご清

覧いただきたいと思いますが、特に前回と違うとこ

ろは、新たに設けたのは、オの障害者虐待等の防止

とクの障害の早期発見から切れ目のない支援の充

実、ケの関係機関による連携と情報共有、これを新

たに新規で設けております。 

 具体的に、それぞれの計画のほうを説明をさせて

いただきます。 

 まず、豊岡市障害者計画でございます。３ページ

をご覧ください。こちらのほうでは、基本目標と基

本施策と具体的な施策を上げております。ここは一

部だけでございます。全体の施策は７８ほどござい

ます。うち新規が３件程度、拡充が１６件程度で、

残りが継続となっております。 

 主なもののみ説明をさせていただきますので、ご

了承いただきたいと思います。 

 まず、基本目標、自己実現できるまちづくりでご

ざいますが、②の雇用、就労の促進のところでござ

います。こちらは拡充をしております。概要としま

しては、超短時間雇用など多様な働き方を推進して、

市のほうの就労支援員によりまして企業開拓を行

って、雇用、就労機会の拡充に取り組もうとしてい

るものでございます。 

 続きまして、下の、いつ、どこでも相談できるま

ちづくりの、⑧相談体制情報提供の充実のところで

ございます。新規で上げております。こちらにつき

ましては、発達障害が疑われる大人の方やその家族

が心理専門職等による専門相談を受けられるよう、

相談体制の充実に努めようとしているものでござ

います。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。地域

で生活できるまちづくりの目標の中で、⑫番、生活

支援の充実、ライフプランを見据えた支援策の検討、

これは新規で上げております。概要ですが、地域生

活をする上での課題の全体像を踏まえて、障害のあ

る人への具体的な支援策を分かりやすく提案でき

るように検討しようとしているものでございます。 

 続きまして、第６期の障害福祉計画と第２期の障

害児の福祉計画について、５ページ、６ページでご

説明をさせていただきます。 

 まず、５ページは、障害者福祉計画でございます。

こちらのほうは、成果目標と障害福祉サービス等の

見込み量を定めたものとなっております。 

 まず、障害者でございます。（１）成果目標とい

うことで主なものを上げておりますが、これは、次

に掲げておりますア、イ、ウの項目ごとに、国の基

本方針に基づきまして、２０２３年度末における目
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標数値を設定しているものでございます。この目標

数値の設定の考え方としましては、基準値がござい

ます。基準値いうのが２０１９年度末の数字になり

ますけれども、ここから何％以上とか何倍以上とか

ということで、国のほうから示されている数値をク

リアする数字を目標としておりますので、またご覧

いただきたいと思います。 

 （２）の障害福祉サービス等の見込み量につきま

しては、これは２０２１年度から２０２３年度まで

の３か年の計画値を設定しております。 

 まず、訪問系サービスにつきましては、①の居宅

介護と②の重度訪問介護、これは増加する見込みと

考えております。とりわけこの居宅介護につきまし

ては、非常にニーズは高く、支給決定者数も多いん

ですけれども、ヘルパー不足というようなこともあ

りまして、なかなか利用できない実態がありますの

で、必要なサービスが適切に受けられるよう、今後

ヘルパーの確保によるサービス供給体制の充実を

図る必要がございます。 

 続きまして、下の表の日中活動系サービスでござ

います。⑧の就労のＡ型と⑨のＢ型、⑩の就労定着

支援、⑫の短期入所につきましては、それぞれニー

ズがございますので、向こう３年間につきましては

増加する見込みとしております。とりわけ⑫の短期

入所につきましては、現在ちょっと課題となってお

ります、身近な場所で急変時の対応であるとかレス

パイト、休憩ですね、こちらのレスパイトとしての

利用ができる体制の整備が必要となっております

ので、こちらのほう、豊病と連携しながら進めてい

きたいというふうに思っております。 

 続きまして、６ページでございます。居住系サー

ビス、⑬の共同生活援助が増加の見込みとなってお

ります。この共同生活援助といいますのはグループ

ホームでございますけども、こちらは市内に２４か

所ございます。毎年新設されておりますけれども、

このサービスはニーズが非常に高いということで、

今後も増加傾向にあります。 

 続きまして、障害児でございます。成果目標につ

きましては、次のアからキに掲げておりますこの項

目につきまして、国の基本指針あるいは県の指標に

基づいて、２０２３年度末までに達成することを目

標とするものでございます。特にウとオでございま

す。ウは重症心身障害児を支援する事業所の確保１

か所以上となっておりますし、オは医療的ケア児者

を支援する事業所の確保１か所以上というふうに

示されておりますので、これを確保する必要が出て

まいります。 

 （２）の見込み量についてでございます。⑲の児

童発達支援と⑳の訪問・放課後等デイサービス、そ

れから㉒の障害児相談支援につきましては、非常に

ニーズが高いということもありまして、この３か年、

増加を見込んでおります。特にこの⑲番の児童発達

支援につきましては、乳幼児健診時のスクリーニン

グ実施に伴いまして、発達障害児の早期発見に取り

組んでおりますことから、今後も増加傾向にあると

いうふうに考えております。 

 私のほうから、障害者福祉計画の策定に係る説明

のほうは以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） 報告は終わりました。 

 これらの報告に対して、委員の皆さんで特に質問

があればお願いいたします。質問等ありませんでし

ょうか。 

 それでは、社会福祉課の皆さん方につきましては、

ここで退席していただいて結構です。お疲れさまで

した。 

 なお、本件についての紙ベースの資料を、文教民

生委員会委員以外の議員にも配付をお願いいたし

ます。事務局に設置のレターケースへ入れてくださ

い。よろしくお願いいたします。 

 次に、健康福祉部高年介護課から報告事項があり

ますので、お聞き取りください。 

 恵後原課長。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 続きまして、老人福

祉計画・第８期介護保険事業計画の進捗状況等につ

きましてご説明いたします。 

 資料の１ページをご覧ください。策定検討委員会

の開催状況です。区長連合会、福祉、介護、医療等

の団体から選出いただきました１７名の委員の方
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で、今までに４回の計画策定検討委員会のほうを開

催しております。 

 ２ページをご覧ください。基本理念と基本目標な

んですけれども、第８期の基本理念につきましては、

第６期から引き続いたものとして周知を進めてき

ましたスローガン「みんなで支え合い 笑顔あふれ

る まちづくり」を継承したものとしています。ま

た、その下の３つの基本目標につきましても継承い

たします。内容に変更はございませんけれども、基

本目標の１、高齢者がいきいきと暮らせるまちづく

りでは、表現を一部変更しております。いきいきと

の「と」が加わりました。 

 ３ページをご覧ください。計画の期間につきまし

ては、本計画は老人福祉計画と介護保険事業計画を

一体のものとして、３年間を１期とした事業計画を

策定することとなっております。 

 図をご覧ください。左端の第６期計画が始まりま

す２０１５年度っていいますのは、団塊の世代と言

われる方が６５歳以上になられた年に当たります。

この第６期計画以降は、１０年後の２０２５年度を

見据えた地域包括ケアを推進する長期的な計画と

しても位置づけられております。２０２５年度って

いいますのが、いわゆる団塊の世代、７５歳以上と

いうことになります。第８期計画の策定におきまし

ては、国、県の基本方針で、さらに団塊ジュニア世

代が６５歳以上となられる２０４０年も見据えた

上で策定するように示されております。 

 その下の今後のスケジュールですけれども、委員

会をあと１回ないし２回開催させていただく中で、

２月の中旬には計画案を報告いたしまして、パブリ

ックコメントを実施したいと考えております。３月

議会には介護保険条例の改正を上程させていただ

く予定にしております。 

 ４ページをお願いします。この４ページは、計画

策定の基礎データとなります本市の人口と高齢者

の推移を掲載しております。オレンジ色の高齢者の

人口につきましては、２０２５年度までは増加して、

その後は緩やかに減少する見通しとなっておりま

す。 

 ６ページをお願いします。日常生活圏域別の高齢

者数です。豊岡、日高、出石圏域では、２０２５年

度まで増加が見込まれて、豊岡圏域につきましては、

その後も２０４０年度まで増加が続く見込みです。

そのほかの地域につきましては、今後も緩やかな減

少の見込みとなっております。 

 ７ページです。要介護度別の認定者数でございま

す。認定者の約半数が要介護度１以下の、いわゆる

軽度者となっておりまして、介護予防による重度化

予防や健康維持、回復が期待されているところでご

ざいます。 

 ９ページをお願いします。計画の主な事業の方向

性を掲載しております。 

 基本目標の１つ目、高齢者がいきいきと暮らせる

まちづくりでは、ボランティア等による定期的な訪

問や見守り活動等の地域の支え合いや高齢者の社

会参加の各事業を推進して、地域づくりを進めます。 

 ２つ目の高齢者が健やかに暮らせるまちづくり

におきましては、介護予防の支援事業のほうの推進

をしていきます。 

 主な事業としましては、記載のとおりでございま

すけれども、高齢者の方の居宅生活の自立支援と介

護予防、そして保険給付費の適正化のため支え合い

事業、あと、玄さん元気教室等の一般介護予防支援

事業のほうに今後も取り組んでまいります。認知症

総合支援事業につきましては、集いの場を活用した

正しい予防知識の普及啓発に取り組みます。 

 次の黒丸です。高齢者の保健事業と介護予防の一

体的な実施につきましては、新たな事業でございま

す。 

 ３つ目の高齢者が安心して暮らせるまちづくり

では、訪問介護、通所介護、短期入所生活介護、い

わゆるショートステイ等の在宅生活を支えるサー

ビスの充実を図るようにしていきます。課題といた

しまして、介護職等の専門職の人材確保や育成のほ

うが上げられておりましたので、こちらの方策を検

討していくこととしております。 

 １０ページをご覧ください。第８期計画の施設整

備による基盤整備でございます。介護が必要な状態
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になりましても、住み慣れた地域で自分らしく暮ら

し続けられるよう、小規模多機能型の居宅介護のよ

うな在宅生活を支える施設の整備充実を図ってい

きます。また、今後、増加が見込まれる認知症対策

として、認知症対応型グループホームのほうも整備

する計画としております。 

 これらの事業方針や基盤整備を踏まえましてサ

ービス量を推計した給付見込みのほうで、今後、介

護保険料のほうを積算していきます。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 報告は終わりました。 

 今の報告について、委員の皆さんで特に質問があ

ればお願いします。ないですか。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません。どうでもええこ

とかも分からへんのやけど、グラフのとこでね、２

０２５年までは大体想像っていうことになるんや

けど、２０２５年から２０４０年までは実線でぐい

んと高くなっとるでしょう。しようもないことか分

からへんけど、想像であるならもう点線ぐらいにし

といて、将来的に２０４０年になったら、団塊ジュ

ニアが、何やったか、７５になる年代なんだっけな

……（「６５歳」と呼ぶ者あり）６５歳か、団塊ジ

ュニアが６５歳の年代やね、たしかね。そういう、

どうでもいいことかも分からへんのやけど、ちょっ

とぐいんと上がっとるけれども、わあ、大変だなと、

高齢化率がごっつう上がるんだねということは、人

数的にもそうやけど、分かるんだけど、何かグラフ

が……。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 年数の間隔が全然違

うので。 

○委員（芦田 竹彦） そうそう、そうそう、年数間

隔がちゃうとこうなるんだけどもね、それまでは想

像ということがあれば、点線ぐらいにしといたほう

がええ。 

 すみません。 

○委員長（上田 伴子） 意見でいいですか。 

○委員（芦田 竹彦） はい、意見です。 

○委員長（上田 伴子） それでは、意見とします。 

 ほかにはありませんか。 

 それでは、高年介護課の皆さんにつきましては、

ここで退席していただいて結構です。 

 なお、本件についての資料については、紙ベース

の資料を、文教民生委員会委員以外の議員へも配付

をお願いいたします。事務局のレターケースに入れ

ておいてください。よろしくお願いします。（「あ

りがとうございました」と呼ぶ者あり）お疲れさま

でした。 

 それでは、地域コミュニティ振興部新文化会館整

備推進室から報告事項がありますので、お聞き取り

ください。 

 櫻田室長、どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） お配りし

ております資料の新文化会館整備事業の中間報告

といたしまして、ホール客席の規模についてご報告

させていただきたいと思います。 

 まず、ホールの客席数を７８０席程度として、引

き続き基本設計を進めていきたいと考えておりま

す。 

 ここで、基本計画に定めた整備方針というのをお

さらいさせていただきたいと思います。 

 まず、施設の規模です。基本計画に定めた施設の

役割を果たすために、将来人口の減少を見据え、財

政状況を勘案して、初期投資や維持管理コストを考

えた、本市にふさわしい施設の規模としますという

ことを受けまして、現施設が１，１１８席ございま

すけども、６００席から８００席に縮小するという

方針を立てております。 

 ２つ目に、施設の機能でございます。市内の類似

文化施設と役割と機能を分担して、新文化会館につ

いては、音楽をベースに、様々な舞台芸術に対応す

る多機能のホールとしますという方針を受けて、プ

ロセニアム形式の舞台として、客席は固定式の二層

式としますという整備方針を立てております。 

 では、具体的に検討内容についてご説明させてい

ただきます。 

 まず１つ目、建物の構造上の検討ということにな

ります。まず、兵庫県の福祉のまちづくり条例など、
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関係法令に定められている客席の通路の幅とか客

席通路の階段の踏み幅、蹴上げ高さなどから決定し

たホールの客席の建物の大きさに、客席をレイアウ

トしていくという考え方になります。これによって、

１階の客席は、約６００席の座席が配置できるとい

うことになります。 

 ２つ目に、例年開催されてる催事への影響という

ことで、まず着目したのが成人式です。二十歳を祝

う会ということになりますけども、毎年この行事に

ついては、市内の在住者や、地元を離れた若者や、

市内の在勤者の８割以上が一堂に会して出席する

イベントでございます。将来人数については、住民

基本台帳や過去の参加実績率から、開館後１０年程

度は６５０人から７８０人程度の参加が予測され

ます。これを受けて継続して開催できるように、７

８０席程度の客席数を確保したいと考えておりま

す。 

 ３つ目に、快適な客席空間の確保ということで、

現施設は客席の前後の間隔や、いわゆる椅子の間口、

幅ですね、これが狭く、長時間の鑑賞が非常に困難

だったということもございます。これを受けて、ゆ

とりある客席空間を確保するために、現在の前後の

間隔９０センチを５センチ大きくして、椅子の間口、

幅ですね、これを、４９センチを５４センチで５セ

ンチ改善したいというふうに考えております。 

 報告は以上でございます。 

○委員長（上田 伴子） 報告は終わりました。 

 今の報告に対しまして、委員の皆さんで特に質問

があればお願いいたします。ありませんか。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） 客席空間の確保ということで、

比較で、全空間を９０から９５に、４９、５４とい

うふうに書いてあるんですけども、その前の９０と

か４９っていうのはどういう意味の数字なんです

か。 

○委員長（上田 伴子） 櫻田課長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） ９０セン

チっていうのが、座席と座席のことを書いてます。 

○委員（松井 正志） それは分かっとる。そもそも

９０とか４９の意味、例えば現有の市民会館ってい

う意味なのか、現設計なのか、そういう何が。 

○委員長（上田 伴子） 櫻田課長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 申し訳ご

ざいません、説明不足でした。前後９０センチって

いうのと４９センチっていうのは、現市民会館の寸

法でございます。 

○委員長（上田 伴子） よろしいですか。（発言す

る者あり） 

 ほかはないですか。 

 それでは、質問を終わります。 

 それでは、これでスポーツ振興課の皆さんにおか

れましては、ここで退席……（「違う違う、これか

らスポーツ振興課」と呼ぶ者あり）ごめんなさい、

スポーツ振興課。 

 どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 私のほうから、

総合体育館の長寿命化計画について、昨年から策定

作業を行っておりましたが、今回完了しましたので、

報告させていただきます。 

 本編については、文書共有システムに掲載させて

いただいております。本日は概要版で説明させてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

 まず、１ページですけども、目的としては、総合

体育館が築３２年をたっておりまして、長寿命化を

図って、ライフスタイルコストのスキームを図る。

また、近隣の市民体育館が築６０年を迎えておりま

して、老朽化しているために、総合体育館とその機

能を統合して、総量縮減を図ることを目的に検討、

策定をしております。 

 ２のほうで老朽度調査ということで、（１）から

（５）までという５項目の調査をさせていただいて

います。１つ目が躯体の健全度確認調査ということ

で、基本的には特に今のところ問題がないというふ

うなことになります。 

 それから、（２）の耐震性能の調査ですけども、

基礎の部分で沈下が見られるけども、それは早急に

埋め戻す必要があるけどもということですが、基礎、

それから壁、２ページで、次、柱ですけども、ここ
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についても大きな劣化等は確認をされないという

ふうな結果になっております。 

 それから、（３）の物理的な劣化調査ということ

で、早急に対応が必要なところということで、屋根

の、それから陸屋根、それからアリーナの天井、雨

漏り、それから落下防止の措置をしないといけない

ということ、それから玄関ポーチのバリアフリーの

規格の不適格というふうなことが指摘をされてお

ります。 

 それから、（４）機能的劣化調査ですけども、３

ページの上のほうで、耐用年数についてはまだまだ

大丈夫だということですけども、機械設備について、

やっぱり３２年の中では耐用年数は過ぎているも

のが多く見られるということで、更新する必要があ

ると。 

 それから、（５）の社会的劣化調査につきまして

は、利用者のアンケートですけども、トイレだとか

空調設備、エレベーターの設置、出入口の段差、多

目的トイレ、それから換気設備だとかサブアリーナ

の新設等のご意見があったというふうなことです。 

 こういうものの調査を受けまして、３で計画の内

容ですけども、２つに分けています。（１）につい

て長寿命化の改修ということで、ア、法令不適合に

係る改修、ユニバーサルデザイン、それから特定天

井、それから照明のＬＥＤ化。それから、イとして

老朽対策、これは建築、電気、機械双方に老朽した

ものの更新ということを検討しております。 

 それから、サブアリーナですけども、改修規模と

しては、事務と会議室エリアの約３００平米を解体

して、卓球や健康体操、多目的に利用可能なバスケ

ットボールコート１面程度のサブアリーナを増設

したらどうだというふうな提案になっております。 

 ４ページですけども、こういう改修計画のまとめ

というところで、施設の耐用年数は築８０年という

ことで今回計画を策定しております。前期と後期に

分けまして、前期の長寿命化改修ということで、こ

の段階で２０２２年から２３年にかけて、機能回復、

機能向上、それから増築ということで９億５，００

０万円程度、それからあと２０年間維持管理をする。

それから後期として２０４３年に一部大規模改修

をして、最後、８０年までもたすと。この計算の中

では、最後の築８０年の段階で、解体費を含めて、

総額で１７億円程度のコストがかかるだろうとい

うことになってます。この数字については、税抜き

の金額になっております。 

 長寿命化のイメージですけども、下の表、絵のほ

うを見ていただいて、現在今３２年、３５年を目標

に長寿命化改修ということで、機能回復、機能向上、

それから増築を行わせていただいて、竣工当時より

も建設水準を持ち上げて、そこからまた２０年、維

持管理をしながら、築５５年の段階でもう一度、機

能回復の大規模改修をして、築８０年まで活用して

いくというふうな考え方になっております。 

 次に、別紙でおつけをしております資料を説明さ

せていただきます。 

 先ほど説明しました概要、資料の４ページの維持

管理、更新費用の前期の長寿命化改修、まず第１番

目にやる大きな改修ということですけども、これを、

整備の考え方ということで、財源を含めて、今の考

え方を説明させていただきます。 

 １で事業費ということで、方法としては、市民体

育館と総合体育館を統合すると。バレーコートは現

在、総合体育館が４面、それから市民体育館が２面

あります。それを今回、４面は総合体育館がそのま

まで、プラス、サブアリーナで１面ということで５

面ということで、面積の総量の縮減を目指すという

ことです。 

 財源措置ですけども、公適債の大規模改修、集約

化・複合化事業と、スポーツ振興くじのtoto助成金

を充てたいというふうに思っております。 

 それから、下の枠ですけど、まだ市民体育館の解

体工事があります。サブアリーナができましたら市

民体育館を解体するということで、跡地については

公園附属の駐車場として整備することも検討する

こととして、財源としては合併特例債を活用したい

というふうに思っております。 

 ２で整備に向けてですけども、整備手順、それか

ら具体的な手法については、今年度中に検討を行っ
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ていきたいというふうに思っております。 

 最後のページにつきましては、参考として、市民

体育館と総合体育館の利用状況と利用目的をまと

めたものを資料として提示しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（上田 伴子） 説明は終わりました。 

 今の報告に対して質問があったらお願いします。 

○委員（伊藤  仁） よろしいか。 

○委員長（上田 伴子） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） サブアリーナはどこに計画さ

れますか、駐車場を潰すということ。 

○委員長（上田 伴子） 池内課長。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 今この計画の中

では、現在、総合体育館を入っていただいたら隣に

事務所があって、その左奥に会議室があるんですけ

ども、その棟が平家建ての棟になっています。そこ

の部分を取り壊して、そこの分に、少し前の広場の

ほうに出ますけども、サブアリーナを設置したいと。

そこに大きな会議室があるんですけども、近くに新

しい市民会館もできますので、その大きな会議の利

用については、そちらのほうを使っていくというよ

うなことで、今の会議室の部分のところを潰してサ

ブアリーナにしたいということで、駐車場を潰すと

いうことではないということです。 

○委員長（上田 伴子） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 今から市民会館が新たにでき

るということで、駐車場についてはどういう状況に

なるんですかね、みんなが完成したら。例えば市民

会館の１階フロアを駐車場にしますよとか、まだそ

んな計画もあるのかないのかも知りませんけど、駐

車場の確保についてはどういう、あの辺一体の考え

方はどうなってますか。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） まず、体

育館があの位置で、新文化会館が南側、南中との間

に建ってくるんですけども、その後ろ、いわゆる円

山川が今、木がたくさん埋まってる範囲、あの範囲

に新たに駐車場が何十台か確保できます。その後、

現市民会館を取り壊した後、あれが駐車場にすると

いう計画にしております。ですから、今ある駐車場

は、体育館や、地場産周りにある体育館の台数は何

も変わらないと。 

○委員（伊藤  仁） 変わらない、逆に増えるとい

うこと。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） はい、増

えるということですね。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） まだ

これは決定事項でも何でもないんですけども、市民

体育館を取り壊した後、そこも駐車場にするという

ようなことも検討できるかと思っておりますので、

現状よりは増えるんではなかろうかというふうに

イメージは持ってます。 

○委員（伊藤  仁） よろしいです。 

○委員長（上田 伴子） いいですか。 

 ほかはありませんか。 

 それでは、新文化会館、それからスポーツ振興課

の皆さん方につきましては、ご苦労さまでした。 

 今のスポーツ振興課の分の資料につきましては、

概要版のみ文教民生委員会委員以外の議員へも配

付をお願いしたいと思います。事務局のレターケー

スに、よろしくお願いいたします。ご苦労さまでし

た。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１１時５８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５８分 委員会再開 

○委員長（上田 伴子） では、委員会を再開します。 

 次に、協議事項（３）番、委員会意見・要望のま

とめに入ります。 

 当委員会の意見、要望として、委員長報告に付す

べき内容について協議いただきたいと思います。 

 委員の皆さんからの提案について、委員会意見、

要望とすべきか協議を行いたいと思います。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１１時５８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５９分 委員会再開 
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○委員長（上田 伴子） では、委員会を再開いたし

ます。 

 それでは、ただいま協議いただきました委員会意

見、要望を含む委員長報告の案文については、正副

委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 それでは、委員会を暫時休憩します。 

午後０時００分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時００分 分科会再開 

○分科会長（上田 伴子） 休憩前に引き続き分科会

を再開いたします。 

 次に、協議番号（４）番、分科会意見・要望のま

とめに入ります。 

 当分科会の意見、要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 委員の皆さんからの提案について、分科会意見、

要望とすべきか協議を行いたいと思います。 

 分科会を暫時休憩します。 

午後０時００分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後０時００分 分科会再開 

○分科会長（上田 伴子） 分科会を再開いたします。 

 委員会意見、要望の取りまとめは、ただいま協議

いただきました分科会意見、要望を含む分科会長報

告の案文については、正副分科会長に一任願いたい

と思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（上田 伴子） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午後０時０１分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後０時０１分 委員会再開 

○委員長（上田 伴子） 委員会を再開します。 

 閉会中の継続審査の申出についてを議題といた

します。 

 別紙１をご覧ください。それでは、議長に対して、

委員会重点調査事項を閉会中の継続審査事項とし

て議長に申し出いたしたいと思いますが、今、別紙

１にあります９項目でご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 （６）のその他に行きます。 

 次に、協議事項（６）番、その他、委員会管外視

察研修についてです。 

 昨今の状況を鑑み、実施の有無を含め、どうする

か。実施可能な状況であれば、５月１７日から２１

日の２泊３日っていうことでなるんですけれども、

どうでしょうか。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後０時０２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時０３分 委員会再開 

○委員長（上田 伴子） それでは、委員会を再開し

ます。 

 当委員会の管外視察研修につきましては、実施可

能な状況であれば、５月１７日月曜日から２１日金

曜日の２泊３日ということで決定をしました。その

間で日程の確保をお願いします。 

 そのほかについて、委員の皆さんから特にご発言

はありませんか。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後０時０４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時０５分 委員会再開 

○委員長（上田 伴子） それでは、委員会を再開い

たします。 

 それでは、管内視察については、また委員長、副

委員長のほうで協議いたしまして、皆様にご提示し

たいと思いますので、よろしくお願いします。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、ほかに皆さんから何かご発言はありま
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せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、特にないようで

すので、以上をもちまして文教民生委員会を閉会い

たします。お疲れさまでした。 

午後０時０５分閉会 

──────────────────── 

 


